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DuMA ニュースレター                                                    ２０２６年６月１日 

火山、活動で「ランク分け」へ 今夏にも、噴火予測目指す 

 2024年 4月 1日に発足した新しい組織である「火山調査研究推進本部」は、５月２９日に噴火時期や

規模を予測し火山被害の軽減を図るため、今後１０年間の取り組み方針を示す基本施策を取りまとめま

した。火山ごとの活動度を評価し、噴火リスクなどで区分する「ランク分け」の実施を決定。部会を新設

し、夏にも検討を始めるとの事です。 

この組織は火山観測や対策を一体的に担うため設立されたもので、地震については 1995年に阪

神・淡路大震災をきっかけに「地震調査研究推進本部」が設置されていたのですが、火山について遅

れていたと言わざるを得ない状況だったのです。 

 基本施策として、今後、火山活動評価のための取り組みを進めるとの説明がありました。地震や火山

ガスなどの連続的な観測データ解析により、数十年単位の火山活動を総合的に把握していく方針のよ

うです。その上で活動度を客観的に評価する手法と基準を策定して、対象となる活火山の選定やランク

分けを実施するとの発表がありました。 

 

 以下に日本の活火山の地図があります。活火山とは、「概ね過去 1万年以内に噴火した火山及び現

在活発な噴気活動のある火山｣と気象庁では定義しており、我が国には、111の活火山が指定されてい

ます。 

 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/katsukazan_toha/katsukazan_toha.html 

 

 経産省傘下の産業技術総合研究所では、地質関係の研究を行っており（地質調査総合センター）、

以下のページでそれぞれの火山の過去の噴火の歴史を確認する事が可能です。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/katsukazan_toha/katsukazan_toha.html
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https://gbank.gsj.jp/volcano/Act_Vol/index.html 

https://gbank.gsj.jp/volcano/cgi-bin/map.cgi 

 

 また併設されている地質標本館は日本列島の成り立ち、火山や地震、鉱物、岩石、化石、地下資源な

どを、実物標本や模型を通してわかりやすく学ぶことができます。専門家向けの研究資料だけでなく、

子どもや一般の来館者にも親しみやすい展示が多く、地球の歴史や自然災害を身近に感じられる場所

です。日本の地質を知る入口として、教育・防災の面でも重要な施設と考えます。つくばにいらした際に

は、ぜひ見学される事をお勧めします。 

 

東北地方海域の地下天気図® 

  今週は４月２０日のニュースレターに続き、５月２８日時点の東北地方海域を中心とした L タイプ地下

天気図をお示しします。３月２日のニュースレターでは「茨城県・千葉県の地震活動静穏化がほとんど消

失した」という事を報告させて頂きました。ところがその後の解析で、再び当該地域に青い地震活動静

穏化領域が出現している事がわかりました。 

 

 また、北海道・三陸沖後発地震注意情報発令につながった青森沖では、依然として活発な地震活動

が続いています。さらに北海道南西部の地震活動静穏化も続いている事がわかりました。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://gbank.gsj.jp/volcano/Act_Vol/index.html
https://gbank.gsj.jp/volcano/cgi-bin/map.cgi
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DuMA ダッシュボード 

６月１日時点のダッシュボードです。今回は新たに北海道西方沖に（Lｌ）の異常を追加しました。 

 前回からコメント等が変更・追加された部分を太字で表現する事にいたしました。 

 Jj の静穏化異常領域で昨年１２月と今年４月に後発地震注意情報発令のきっかけとなる M７クラスの

地震が発生しました。そのため Jj の異常を Mm の活発化異常として再定義して表示いたしました。 

Bb の中国地方の静穏化異常は１月６日の地震で当該地震発生という事から削除しました。 

Hh の紀伊半島の静穏化異常も５月２日の地震で当該地震発生という事から削除しました。 

W の小笠原周辺の活発化の異常を削除しました。 

 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

